
１
９
９
９
年
９
月
３
日
（
金
）

１
９
９
９
年
９
月
４
日
（
土
）

b

12



13

訪問初日に行った事前レクチャー

豊富な野菜、果実が並ぶテルアビブのマーケット

地中海の行き止まりイスラエルは、きれいな海はあるけ
ど魚は撮れない海です（テルアビブ・小塩幹雄氏撮影）

再開発が進むテルアビブの市街とゴミの山テルアビブ郊外の古都、ヤッファ

ビーチで出会った無邪気な子供たち
（テルアビブ・川瀬善行氏撮影）



a

14

ハウスは通気性のよい構造になっている

ティベリアから死海へと続く道の途中に広がる一面の綿畑

水あげ中のかすみ草。優れたポストハーベスト技術を持
っている（パスカル社）

アグリテック’99会場風景アグリテックで見た、ナツメヤシの管
理・収穫用機械

かすみ草の農家、パスカル社を訪問



a

a

a

a

１
９
９
９
年
９
月
５
日
（
日
）

１
９
９
９
年
９
月
６
日
（
月
）

15



１
９
９
９
年
９
月
７
日
（
火
）

16

圃場に散乱するマルチフィルムの残骸（古川正樹氏撮影）

ユーバル社のハウス。傾斜地形を利用した有機培地耕を行っている

全土に張り巡らされた灌漑パイプ。下水も再利用され、その水
は赤色に塗ったパイプで配管されていた（小塩幹雄氏撮影）

鉄条網に囲まれたヨルダン河西岸地区でオーガニック栽培を行うハーブ
農家のハウス（古川正樹氏撮影）

スプレー菊農家の冷房用パットアンド
フィン（古川正樹氏撮影）



17

死海に浮かんで「農業経営者」を読む小谷氏。参加者全
員をこの形で写真に撮ることが昆の最大の目的だった？

死海の湖底の塩をすくう土下氏（飯島誉夫氏撮影）

嘆きの壁から岩のドーム、アル・アクサー寺院をのぞむ。エルサ
レムはユダヤ、キリスト、イスラム教の聖地だ（小塩幹雄氏撮影）

銃を持ったまま、休暇の兵士はヒッチハイクで家へ帰る嘆きの壁の横の修道院の中。すべてが数千年

の歴史の中にある国だった（小塩幹雄氏撮影）

嘆きの壁に向かって倉持氏は何を祈る？
（古川正樹氏撮影）



１
９
９
９
年
９
月
８
日
（
水
）

18

聖地エルサレムに莫大な金を投じて墓を求める世界のユダヤ人の富豪たちエルサレムの近郊で見たベドウィンの集落

爆弾テロがあったのも知らず、ガリラヤ湖畔での酒宴



１
９
９
９
年
９
月
９
日
（
木
）
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イスラエルに来て以来、自分の人生の半分にあたる16年が過ぎ

ました。あっと言う間だったと感じています。日本では経験で

きない事、ヘブライ語の習得・キブツでの集団生活・ガイド免

許習得・ユダヤ教への改宗・イスラエル軍への召集・戦争・テ

ロ等。貴重な経験を持てた自分はとてもラッキーであると感じ

ています。

外国に出ると自分が生まれ育った国、日本の良いところや悪

いところが見えるのは、外国に出た方なら誰でも経験するとこ

ろでしょう。悪いところが多すぎて「アンチ日本」になる日本

人もいるようですが、私は自分の生まれ育った国である「日本」、

それに自分のルーツであるものを否定的に見ることは出来ませ

ん。どれだけ外国語が出来ようが、現地人と結婚していようが、

「日本人」である事に誇りを持ちながら今でも生活しておりま

す。

「誇り」と言うものを現在の私の世代は感じているでしょう

か？私も日本の教育を受けましたが、第二次世界大戦の為に今

までの日本の過去は全て駄目であったと、否定的に教育する傾

向が強すぎると感じます。戦争経験者の方でも当時の事を話そ

うとする人は少なく、どちらかと言えば忘れようとしている方

が多いのだと思います。私がこの様な事を口に出すだけでも

「君は当時の日本を知らないのだから…」と言われたことも何

度かありました。

イスラエルでは「平和は勝ち取るもの」、「6百万人の虐殺を

二度と起こさない様に過去を忘れてはいけない」と教育します。

イスラエルの初代首相であるダビッド・ベングリオンも「未来

を知りたければ歴史を良く勉強しなさい」と言っています。

日本も唯一原爆を経験した国であり、やはり多数の戦死者を

出したからこそ現在の平和があるということは事実です。全て

の過去を悪いと決めつけるのではなく、何が良くて悪いのか、

正確な歴史を後世に伝え、自分の国に関して認知するのが大切

だと思います。

現在では日本人より外国人の方が日本を熟知し、尊敬の念を

持っている人が多いようです。日本という国がどれだけ素晴ら

しい国であるか、またその国を造り上げた民族であるという自

覚を持つことで驕らず卑しまず、今後の日本人は本当の意味で

世界に飛躍出来るのではないでしょうか。

イスラエル国公式ガイド
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